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暗所でのタンパク質生産方法
暗所で植物での異種タンパク質の大量生産方法

照明不要のため、電気コストを削減できる

植物で異種由来の有用タンパク質を生産する技術は、微生物や動物
細胞を用いた生産技術に比して安全性、生産コストで有利な面が多いと
され、新たな大量生産系として注目されている。一方、植物工場は照明と
空調のための電気コストがかかり、植物の利点である生産コストの低さを十
分に活かせない。
本発明は、有用タンパク質の遺伝子を植物に遺伝子導入することで、

明所と同等かそれ以上のタンパク質生産量を暗所で達成させることができ
る、植物での大量発現系に関するものである。暗所で植物を種子から発
芽させた芽生えを用いるため、光合成タンパク質の量は抑制され、目的タ
ンパク質の量が増加する。

概要

 植物で有用ンパク質の大量生産
 牛乳房炎の治療薬：抗菌タンパク質であるリゾスタフィンを低コス
トでの生産

東北大学技術紹介

性能・特徴：タンパク質生産の一例

応用例

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

暗所での目的タンパク質（例：リゾスタフィン）の生産量及び総可溶性タ
ンパク質に対する割合は同条件の明所より優れる。

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html
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